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貸
出
業
務
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般
の
状
況

貸
出
業
務
全
般
の
状
況

●貸出業務全般の状況

●中小企業向け貸出業務の状況

単位：百万円、先

※表上の値は各項目とも切り捨て表示です。

単位：百万円、先

単位：百万円

総貸出金残高

県内の貸出金残高

県内の貸出先数

県外の貸出金残高

県外の貸出先数

2012年3月末

2012年3月末

601,544

584,723

10,582

16,821

16

66,383

4,423

1,216,638

1,141,512

95,034

75,125

116

2012年9月末

2012年9月末

589,076

574,318

10,376

14,758

19

62,335

4,304

1,217,194

1,142,008

95,575

75,186

120

2012年3月末

65,052

2,085

744

2,193

62,544

5,529

10,831

21,534

104,219

21,869

265,984

53,859

88,881

114,098

397,205

1,216,638

2012年9月末

53,801

1,934

741

2,347

60,040

7,462

10,110

18,900

101,428

23,563

280,586

53,264

86,198

106,888

409,920

1,217,194

中小企業向け貸出金残高

県内の中小企業向け貸出金残高

県内の中小企業向け貸出先数

県外の中小企業向け貸出金残高

県外の中小企業向け貸出先数

保証協会保証付貸出金残高（県内のみ）

保証協会保証付貸出先数

製造業

農業、林業

漁業

鉱業、採石業、砂利採取業

建設業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

医療・福祉

その他のサービス

地方公共団体

その他

国内店分（除く特別国際金融取引勘定）

　琉球銀行の貸出金の93.8%は、県内のお客さま向けの貸出です。 また、中小企業向け

の貸出についても97.5%は県内のお客さま向けの貸出です。

●業種別貸出業務の状況

「
り
ゅ
う
ぎ
ん

介
護
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催

　

琉
球
銀
行
で
は
、
２
０
１
２

年
１０
月
１０
日

沖

縄

県

立

博

物

館
・
美
術
館
（
１
Ｆ
博
物
館
講

座
室
）
に
て
、
医
療
機
関
・
介

護
事
業
者
及
び
介
護
事
業
へ
の

進
出
を
検
討
さ
れ
て
い
る
事
業

者
様
を
対
象
に
「
り
ゅ
う
ぎ
ん

介
護
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

致
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は

介
護
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
が

め
ざ
ま
し
く
変
化
す
る
な
か
、

地
域
や
利
用
者
・
家
族
か
ら
必

要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
続
け
る
と
と
も
に
経
営
の
安

定
化
・
健
全
化
を
進
め
る
た
め

に
考
え
る
べ
き
戦
略
等
に
つ
い

て
解
説
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
医
療
機
関
、
介
護
事

業
者
、
建
築
事
業
者
な
ど
幅
広

い
業
種
か
ら
８４
名
に
ご
参
加
を

頂
く
な
ど
介
護
事
業
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

琉
球
銀
行
で
は
今
後
も
各
種

セ
ミ
ナ
ー
等
を
通
じ
て
県
内
企

業
の
課
題
解
決
に
有
益
な
情
報

を
提
供
し
て
参
り
ま
す
。

りゅうぎん介護セミナー

第
２
期

「
り
ゅ
う
ぎ
ん

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ス
ク
ー
ル
」

修
了
式
を
開
催

　

琉
球
銀
行
で
は
、
企
業
経
営

者
や
後
継
者
・
経
営
幹
部
向
け

に
開
講
し
た
「
第
２
期
り
ゅ
う

ぎ
ん
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
ク
ー

ル
」
に
つ
い
て
、
２
０
１
２
年

９
月
４
日
を
も
っ
て
全
過
程
を

終
了
し
「
修
了
式
」
を
開
催
致

し
ま
し
た
。 

　

「
り
ゅ
う
ぎ
ん
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
ス
ク
ー
ル
」
と
は
、
経
営
理

論
・
人
事
組
織
論
・
財
務
理
論

な
ど
企
業
経
営
に
必
要
な
知
識

を
体
系
的
に
学
ぶ
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
で
、
全
７
回
１０
講
座
を

「りゅうぎんマネジメントスクール」修了式

食
の
商
談
会

「
地
方
銀
行
フ
ー
ド

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
２
」

を
開
催

　

琉
球
銀
行
で
は
、
当
行
を
含

む
全

国
の
地
方
銀
行
３９
行
と

リ
ッ
キ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
㈱
と
共
同
で
、
２
０
１

２
年
１０
月
２３
日
・
２４
日
の
両
日

に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京

都
台
東
区
有
明
）
に
て
、
「
地

方
銀
行
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

２
０
１
２
」
を
開
催
致
し
ま
し

た
。 

　

「
地
方
銀
行
フ
ー
ド
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
と
は
、
当
行
を
は
じ

め
と
す
る
全
国
の
地
方
銀
行
３９

行
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
、
全
国
に
向
け
た
販
路
拡
大

卭
听
呎
吠
呍
吒
呃
吆
后
吾
呉
2
0
1
2

厑

 

出
展
記
者
会
見

を
希
望
す
る
「
食
」
関
連
の
企

業
お
よ
び
団
体
と
、
地
域
色
豊

か
で
、
安
全
で
お
い
し
い
食
材

を
求
め
る
仕
入
れ
企
業
の
食
品

担
当
バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
や
情

報
収
集
の
場
を
提
供
す
る
、

テ
ー
マ
を
食
材
に
絞
っ
た
「
食

材
の
プ
ロ
」
を
対
象
に
し
た
商

談
会
で
す
。

　

当
日
は
日
本
全
国
か
ら
６
１

９
社
が
出
展
し
、
１
０
，３
２
３

名
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
か
ら
は
健
康
食
品
や
菓

子
、
製
麺
、
畜
産
加
工
品
、
泡

盛
な
ど
当
行
の
お
取
引
先
１３
社

が
出
展
し
、
多
く
の
来
場
者
と

商
談
を
行
い
ま
し
た
。
当
行
の

参
加
が
３
年
目
と
な
っ
た
今
年

は
、
出
展
企
業
向
け
事
前
勉
強

会
を
３
回
、
相
談
会
を
２
回
開

催
す
る
な
ど
、
前
年
に
も
増
し

て
事
前
準
備
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
も
あ
り
、
出
展
各
社
の
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
や
商
品
デ
ザ
イ
ン
、

セ
ー
ル
ス
話
法
等
の
レ
ベ
ル
が

非
常
に
高
い
商
談
会
に
な
り
ま

し
た
。

　

琉
球
銀
行
で
は
、
今
後
も
県

内
企
業
の
販
路
拡
大
支
援
を
継

続
し
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
食
材
の
普
及
促
進
を
目
指
し

ま
す
。

４
月
か
ら
の
半
年
間
に
渡
っ
て

開
催
し
、
９５
名
の
方
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

　

講

師

陣

に

は
、
独

自

の

グ

ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
戦
略
を
掲
げ

る
エ
ス
テ
ー

（株）
の
鈴
木
喬
会
長

や
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た

「
財
務
３
表
一
体
理
解
法
」
著

者
の
國
貞
克
則
先
生
な
ど
を
は

じ
め
と
し
た
、
各
分
野
の
一
流

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
お
迎
え

し
、
単
な
る
座
学
に
留
ま
ら
な

い
、
よ
り
実
践
的
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

琉
球
銀
行
で
は
、
今
後
と
も

受
講
者
様
の
経
営
知
識
向
上
の

た
め
、
さ
ら
に
充
実
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
企
画
し
て
い
く
予

定
で
す
。
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※
琉
球
銀
行
で
は
、
上
記

ア
プ
リ
製
作
会
社
に
お
客

様
情
報
を
提
供
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

中
国
現
地
法
人
に

対
す
る
直
接
融
資

を
実
行

　

琉
球
銀
行
は
、
建
築
資
材
お

よ
び
関
連
製
品
の
製
造
･
販
売

を
行
う
当
行
取
引
先
の
子
会
社

で
あ
る
中
国
現
地
法
人
に
対
し

て
直
接
融
資
を
実
行
い
た
し
ま

し
た
。

同
中
国
現
地
法
人
は
製
造
し
た

製
品
を
県
内
外
に
販
売
し
て
お

り
、
今
回
の
融
資
に
よ
り
中
国

に
お
け
る
生
産
の
拡
大
お
よ
び

安
定
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

中
国
の
現
地
法
人
の
資
金
調

達
に
つ
い
て
は
、
中
国
に
お
け

る
様
々
な
手
続
き
や
規
制
の
た

め
、
親
会
社
か
ら
の
借
入
以
外

に
は
そ
の
手
段
が
限
ら
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
当
行
の
直

接
融
資
に
よ
り
、
中
国
現
地
法

人
は
低
利
で
資
金
を
調
達
す
る

こ
と
が
で
き
、
親
会
社
で
あ
る

当
行
取
引
先
は
、
現
地
法
人
に

対
す
る
資
金
負
担
を
軽
減
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

琉
球
銀
行
で
は
、
今
後
と
も

取
引
先
の
資
金
ニ
ー
ズ
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。ｉ

Ｐ
ａ
ｄ
活
用
に

よ
り
お
客
様
へ
の

提
案
ツ
ー
ル
を
拡
充

　

琉
球
銀
行
で
は
、
２
０
１
２

年
１１
月
よ
り
、
お
客
様
へ
の
提

案
力
の
向
上
を
目
指
し
、
ｉ
Ｐ

事
業
用
太
陽
光

発
電
設
備
ロ
ー
ン

「
て
ぃ
ー
だ
パ
ワ
ー
」

の
取
り
扱
い
開
始

　

琉
球
銀
行
は
、
２
０
１
２
年

８
月
１
日
よ
り
事
業
用
太
陽
光

発
電
設
備
ロ
ー
ン
「
て
ぃ
ー
だ

パ
ワ
ー
」
の
取
り
扱
い
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

「
て
ぃ
ー
だ
パ
ワ
ー
」
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
太
陽

り
ゅ
う
ぎ
ん

ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ン

「
A
c
t
i
v
e
+
」

（
ア
ク
テ
ィ
ブ
プ
ラ
ス
）

の
取
り
扱
い
開
始

　

琉
球
銀
行
で
は
、
２
０
１
２

年
11
月
26
日
よ
り
、
オ
リ
ッ
ク

ス
㈱
と
提
携
し
、
『
り
ゅ
う
ぎ

ん
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ン
「
Ａ
ｃ
ｔ

ｉ
ｖ
ｅ
＋
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
プ
ラ

ス
）
』
の
取
り
扱
い
を
開
始
い

た
し
ま
し
た
。

　

本
商
品
は
、
運
転
資
金
や
設

備
資
金
な
ど
の
事
業
資
金
に
お

役
立
て
い
た
だ
け
る
「
無
担
保
・

第
三
者
保
証
人
不
要
」
の
ビ
ジ

ネ
ス
ロ
ー
ン
で
、
お
申
し
込
み

か
ら
融
資
実
行
ま
で
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
対
応
し
ま
す
。

ま
た
、
農
林
漁
業
含
め
、
幅
広

い
事
業
者
の
方
に
ご
利
用
頂
け

ま
す
。

　

琉
球
銀
行
は
今
後
と
も
お
客

様
の
資
金
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で

き
る
よ
う
、
よ
り
良
い
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ａ
ｄ
ア
プ
リ
「
投
資
信
託
Ｉ
Ｎ

Ｄ
Ｅ
Ｘ
」
と
「
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
Ｂ
ｏ

ｏ
ｋ
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
当
行
行
員
が

「
投
資
信
託
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
」
を

活
用
し
、
当
行
で
取
り
扱
い
し

て
い
る
投
資
信
託
の
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
や
各
投
資
信
託
の
運
用

情
報
、
時
系
列
の
分

配
金
実

績
、
過
去
の
騰
落
チ
ャ
ー
ト
等

を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
ご
提
示
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
複
数
の
投
資
信
託
の

チ
ャ
ー
ト
を
合
成
表
示
で
き
る

機
能
に
よ
り
分
散
投
資
の
効
果

を
視
覚
的
に
お
客
様
に
確
認
し

て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で

す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
世
界

２８
拠
点
で
業
務
展
開
す
る
総
合

金
融
情
報
会
社
モ
ー
ニ
ン
グ
ス

タ
ー

（株）
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
も

の
で
、
地
方
銀
行
で
は
当
行
が

１１
行
目
の
採
用
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
」

を
活
用
し
て
、
当
行
の
ほ
ぼ
す

べ
て
の
広
告
類
（
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
・
Ｃ
Ｍ
等
）
が
携
帯
可
能
と

な
り
、
お
客
様
に
対
し
て
商
品

や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の
的
確
な

情
報
提
供
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

　

琉
球
銀
行
は
、
こ
の
よ
う
な

活
動
を
通
し
て
お
客
様
の
利
便
性

向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

光
、
風
力
、
水
力
等
）
を
普
及
・

拡
大
さ
せ
る
目
的
で
ス
タ
ー
ト

し
た
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
固
定
価
格
買
取
制
度
」
に
よ

る
太
陽
光
発
電
設
備
の
需
要
に

対
応
す
る
た
め
、
特
に
法
人
ま

た
は
個
人
事
業
主
の
お
客
さ
ま

に
よ
る
事
業
用
太
陽
光
発
電
設

備
の
設
置
資
金
を
対
象
と
し
た

ロ
ー
ン
商
品
で
す
。

　

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固

定
価
格
買
取
制
度
」
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
用
い
て

発
電
さ
れ
た
電
気
を
一
定
期

間
、
国
が
定
め
る
価
格
で
電
気

事
業
者
（
電
力
会
社
等
）
が
買

い
取
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
制

度
で
、
２
０
１
２
年
７
月
１
日

に
ス
タ
ー
ト
、
買
取
価
格
が
施

行
後

３
年

間
は
、
設
置
者
に

と
っ
て
“
特
に
利
潤
に
配
慮
し

た
”
価
格
で
設
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
制
度
ス
タ
ー
ト
以

降
お
客
さ
ま
の
関
心
も
高
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

　

琉
球
銀
行
は
、
「
て
ぃ
ー
だ
パ

ワ
ー
」
に
よ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
・
拡
大
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
お
客
さ
ま
の
ニ
ー

ズ
に
迅
速
に
お
応
え
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。


